
2026.3.22.受難節第 5主日礼拝（YRCC） 

聖書箇所: ルカ15章11-24節, エペソ2章1-3節 
「私たちは父の心を知っているか」 

【1】神に対する罪―私たちは失われている	
 ・ルカ 15章の三つのたとえの共通テーマ 

① 喪失 
② 再発見 
③ 喜び 

 
・失われた弟息子 

   ― 彼が求めたもの：父から離れ自分の思い通りに生きること 
   ― 彼が行き着いた現実：飢え、孤独、破滅 
 

・失われた息子のたとえに示される人間の姿 
  ―神から離れて生きる私たち 

   ―「罪の中に死んでいた」存在(ｴﾍﾟｿ 2:1-3) 
 

・ 罪の本質：「父(神)のもとを離れて生きること」そのもの 
 

【2】父の憐れみ―走り寄る神 
 ・「我に返った」弟息子 

① 自分の状態を認めた（ﾙｶ 15:16～18） 
② 「雇い人の一人にしてください」というへりくだり（15:19） 

 
・父の行動 

   ― かわいそうに思い、 走り寄り、抱き、口づけした 
―最上の衣、指輪、 履き物を用意した 

→ 「雇い人ではなく、息子として回復された」しるし 
 
【3】死からいのちへ―神の喜び 

・父の宣言「死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかった」（15:24） 
―単なる比喩とは異なる表現 

◀「あなた方は…罪の中に死んでいた者」(ｴﾍﾟｿ 2:1‒3) 
 

・弟息子の姿＝罪の中にあるすべての人間の姿 
 

・「我に返る」＝自分が失われていることを認め父のもとに帰ること（悔い改め） 
 
▶私たちは父の心を知っているでしょうか。そして今、そのあわれみの中に生きているで
しょうか。神は、あなたが語り終えるのを待っておられるのではありません。すでにあわ
れみによって、あなたに向かって走り寄っておられるのです。 
 
「しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその大きな愛のゆえに、」 

（ｴﾍﾟｿ 2:4） 


